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※
こ
の
公
演
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
際
、座
席
選
択
を

※
詳
細
は
右
記
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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江
戸
番
町
美
濃
部
伊
織
の
屋
敷
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第
二
幕
　
　
京
都
鴨
川
口
に
近
い
料
亭
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第
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屋
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る
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ほ
か

“摯
一　
四
百
年
の
歴
史
を
持
つ
歌
舞
伎
の
魅
力
を
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
人
気
の
あ
る
演
目
を
充
実

〓■
一　
し
た
俳
優
陣
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
歌
舞
伎
俳
優
が
み
ど
こ
ろ
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
「歌
舞
伎
の
み
か
た
」

一〓
一　
も
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
観
劇
の
手
引
き
に
な
る
豆
知
識
を
小
冊
子
に
ま
と
め
た
歌
舞
伎
読
本
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一■
一　
無
料
配
布
も
あ
り
、
歌
舞
伎
を
初
め
て
ご
覧
に
な
る
方
に
も
最
適
な
公
演
で
す
。
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6月2日開]-24日[火]撓蹴棚 諏賄
《社会人のための歌舞伎鑑賞教室》 13日栓 ]・20日[金]7時 開演

原
作
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し
た
文
豪

・森
鴎

外

盆

八
六
二
～

一
九
二
二
）
に
よ
る
同
名
の
短
編
小
説
で
す
。

原
作
を
読
ん
で
感
激
し
た
昭
和
の
劇
作
家

・宇
野
信
夫

貧

九

〇
四
～
九

一
）
は
、
原
作
の
香
気
と
品
格
を
移
す
よ
う
努
め
な

が
ら
創
作
を
加
え
、
新
作
歌
舞
伎
と
し
て
戯
曲
化
し
ま
し
た
。

初
演
は
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五

一
）
で
す
。
作
品
の
テ
ー
マ
は
、

過
酷
な
運
命
を
た
ど
り
な
が
ら
長
い
歳
月
を
経
て
も
変
わ
ら
な

い

″夫
婦
の
情
愛
″
で
す
。
そ
の
美
し
さ
や
尊
さ
が
、
一二
場
面

と
い
う
簡
潔
な
構
成
と
心
温
ま
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
人
公
の
夫
婦
は
、
前
半
で
は
若
々
し
い

姿
で
、
後
半
で
は
年
老
い
た
姿
で
登
場
し
ま
す
が
、
そ
の
演
じ

分
け
が
本
作
の
大
き
な
み
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
城
の
警
護
や
江
戸
府
内
の
見
廻
り
を
勤
め
る
美
濃
部
伊

織
と
妻
の
る
ん
は
評
判
の
お
し
ど
り
夫
婦
で
、
番
町
に
住
居
を

構
え
、
仲
睦
ま
じ
く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
伊
織
は
、

喧
嘩
で
負
傷
し
た
る
ん
の
弟

。宮
重
久
右
衛
門
の
代
わ
り
に
、

京
で

一
年
間
の
単
身
赴
任
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
伊
織
と

る
ん
は
、
翌
年
の
桜
の
時
節
で
の
再
会
を
約
束
し
ま
す
。
そ
の

三
カ
月
後
、
伊
織
は
、
同
輩
の
下
鳴
甚
右
衛
門
を
思
わ
ぬ
こ
と

か
ら
斬

っ
て
し
ま
い
、
や
が
で
越
前
国

（現
在
の
福
井
県
）
の
大

名

・有
馬
家

へ
お
預
け
の
身
と
な
り
ま
す
。
離
れ
離
れ
に
な
っ

て
し
ま

っ
た
伊
織
と
る
ん
。
そ
れ
か
ら
二
十
七
年
後
、
夫
婦
は

よ
う
や
く
再
会
を
果
た
す
の
で
し
た
…
…
・、

分
か
り
や
す
い
内
容
と
、
夫
婦
役
の
俳
優
が
老
若
を
演
じ
分

け
る
趣
向
で
、
歌
舞
伎
を
初
め
て
ご
覧
に
な
る
方
に
も
、
たス
軽

に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
国
立
劇
場
で
は
初

の
上
演
と
な
る
今
回
、
橋
之
助
の
伊
織
と
扇
雀
の
る
ん
と
い
う

呼
吸
の
合

っ
た
コ
ン
ビ
で
、
感
動
の
名
作
を
お
送
り
し
ま
す
。

■ ご観劇料 難 :全席1,300円 刊 ■等席3,900円 2釧 1,500円
瑞 写絆:爾署曹ま7自

も同額
Q※障害者の方は2割 引です。詳細はチケットセンターまでお問合せください。※車椅子用スペースがございます。

■予約開始  5月 6日 [火・祝]10時 ～

【電話】国立劇場チケットセンター00時～6時)0570(07)9900〈 PHS IP電話〉03(3230)3000

■窓口販売開始 5月 7日 [水 ](チ ケット売射0時～6時)*窓口販売用捌枠でのお取り置きはごま まヽせん。

脅臭泉果塁二9月 奨某業基10椙 I漿 県習型9胃 錠  国立劇場託児室月水土日、13日20日の社会
2:30●  ●

※学校等のEl体を先行してお受けしています。こ了承ください。 ※13日 20日 の午後 ア時は「社会人のための歌舞伎鑑賞教室Jとなります。

【インターネット(一般券のみ)】
ノ`ソコン

httf夕たktnリリacgOノ
http://tickctonり.jac・gO.jP/m
*こ の公演は、インターネット予約の際  座席選択をご利用いただけます。
*詳 細は■言己ホームページをご覧 ください。

●一般のみ取扱

チケットぴあ0570(02)9999
C+(イープラス)

パソコンhttp://cPlus.jP/
ヶ―タィhttp://eplus.jP/ntj●地下鉄 半蔵門線〈半蔵門駅〉1番 出口徒歩 5分

有楽町線 半蔵門線 南北線く永田町駅〉4番 出口徒歩 8分 2番出口徒歩 10分

●都バス 者F030青海埠頭一四谷駅)三宅坂徒歩 1分

宿75(新宿駅西ロー河田町一四谷駅前一三宅坂)三宅坂徒歩 1分

●駐車場完備

● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ● ●
● ● ●● ● ●●

一●

●  ●

団体予約受付中!Ot凛 灘講獅冤耽∬
例

ご利用には事前のこ予約力必要です。(定員になり次第 締め切らせていただきます。)

料金 [0～ ]歳 ]2,000円 /[2～ 12歳 ]1,000円

圏藝£イ屈l酢:ブ[轟昌椒8副:F譜躍鵬

0日 立劇場圃鱗勒習νl鰤鶉蠅轟        :


